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概要

AI、ビッグデータ、IoTなど
の情報通信技術（ICT）に
よって、私たちの学び方は
変化してきています。例え
ば、オンラインによる場所
を問わない学習や、ビッグ
データを活用した個人に
合った学習などが実現して
きています。また、VR（仮
想現実）やAR（拡張現実）
などの活用によって、ス
ポーツやスキルの習得方法
も変わってきています。

本セッションでは、ICTを
活用した新たな学び方やそ
れを実現する最先端の研究
開発の事例を紹介するとと
もに、将来、ICTの活用に
よって学び方はどのように
変化するのかを考えます。
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